
介護予防拠点について　他



　
　
　
空
き
家
の
除
去
に
伴
う
固
定
資
産
税

特
例
措
置
解
除
に
対
す
る
減
免
制
度
の
内
容

を
問
う
。

　
　
　
空
き
家
対
策
と
し
て
は
、
住
宅
地
の

固
定
資
産
税
が
６
分
の
１
と
な
る
特
例
措
置

が
あ
る
が
、
建
物
を
除
去
す
る
と
特
例
措
置

が
解
除
さ
れ
、
固
定
資
産
税
が
上
が
る
こ
と

が
空
き
家
除
去
の
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
３
ヶ
年

の
間
に
除
去
し
た
場
合
は
、
当
該
特
例
措
置

解
除
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
増
加
分
を
減
免

す
る
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
に
つ
い
て
、

前
年
度
か
ら
３
８
９
２
万
７
千
円
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
要
因
を
伺
う
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
の
取
組
の
概
要
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果

に
つ
い
て
も
、
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
扶
助
費
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
生
活

保
護
の
受
給
に
つ
い
て
、
昨
年
１
月
時
点
で

５
１
５
世
帯
６
１
９
人
が
、
本
年
１
月
時
点

で
４
９
９
世
帯
５
９
１
人
と
減
少
し
た
こ
と

が
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
事
業
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
相
談
内

令和２年度　主要事業

ふるさとまちづくり応援
寄附感謝事業
（３億７６４０万円）

道路改修事業費（計画分）
（１億５５５６万円）

公立幼稚園施設整備事業
（６７４０万円）

介護予防拠点事業
（５５３４万円）

外国人英語指導助手配置
事業
（２８０８万円）

ふるさと応援寄附の一層の促進を図る
ため、本市に対し１回につき５千円以
上寄附をした市外在住者に対し、寄附
金額に応じた返礼品を贈呈する。ま
た、集まった寄附金をふるさと応援基
金に積み立て、寄附者の希望する事業
に充当する。

道路・橋梁を適切に維持管理するた
め、更新が必要な箇所を選定し、国の
交付金（社会資本整備総合交付金）等
を活用し、更新工事を行い、長寿命化
を図る。

はあとり幼稚園の耐震補強及び老朽化
対策工事を実施し、まい幼稚園に空調
機器を設置する。

身近な地域で介護予防活動に参加でき
る共生型の拠点として、住民主体で取
り組む介護予防活動や介護予防教室の
展開等を行う。

JETプログラムを活用し、小中学校に
外国人を派遣することにより、英語教
育の推進を図る。

容
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
他
課
や

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連
携
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
相
談
内
容
に
応

じ
た
最
適
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　　
　
　
法
人
税
の
収
入
が
今
年
度
比
３
７
０

０
万
円
の
減
額
と
な
る
要
因
を
問
う
。

　
　
　
令
和
元
年
10
月
以
後
開
始
の
事
業
年

度
分
に
か
か
る
法
人
税
割
税
率
が
、
１
２
・

１
％
か
ら
８
・
４
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
が
、
国
税
で
あ
る
地
方
法

人
税
率
が
４
・
４
％
か
ら
10
・
３
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
当
該
引
き
上
げ
分
が
地
方
交
付

税
と
し
て
各
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
た
め
、

本
市
歳
入
に
お
い
て
ほ
ぼ
増
減
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　
海
洋
教
育
推
進
事
業
の
事
業
概
要
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
海
に
か
か
わ
る
活
動
を
通
し
て
本
市

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
自
然
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
主
体
的
、
協
働
的

な
取
組
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
課
題

を
解
決
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
の
事
業
で
あ

る
。

　　
　
　
教
職
員
研
修
事
業
費
及
び
学
力
向
上

事
業
費
に
つ
い
て
、
教
職
員
の
質
の
向
上
の

た
め
に
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た
多
様
な
研
修

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
従
来
は
、
講
師
を
招
い
た
講
義
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
の
中
で
互
い
に
授
業
を
見
合
っ
た
り
、
子

ど
も
と
の
接
し
方
を
経
験
豊
富
な
教
師
が
指

導
す
る
等
の
形
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
教
師
間
で
協
力
関
係
を
築
い
て
い
け
る

よ
う
な
研
修
も
行
っ
て
い
く
。
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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
を
、
３
月
３
日
か
ら
26
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
、
条
例
制
定
等
29
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
か
ら
提
出
し
た
議
会
議
案
４
件
の
う
ち
、
３
件
は
全
会
一
致
で
可
決
。
１
件
は
賛
成
少
数
で
否
決
。
ま
た
、
意
見
書
３
件
は
、
全
会
一

致
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

　
本
予
算
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
引
き

続
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
の

推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
未
来
へ
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
ま

ち
」
と
な
る
よ
う
、
公
民
協
働
の
取
組
に
加

え
、
安
全
・
安
心
、
子
育
て
・
教
育
、
賑
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て
重
点
的
に
施
策
を
図
る

た
め
の
予
算
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
８
０
億
４
８
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
０
・
７
％
、
１
億
２

５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
の
主
な
要
因
は
、
鳥
取
中
学
校
増
築

事
業
の
完
了
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
よ
る
人
件

費
の
増
加
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
加
等
、
依
然
と
し
て
社
会
保

障
関
連
経
費
の
増
加
の
課
題
が
内
包
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
議
案
は
、
令
和
２
年
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
　
　
市
役
所
本
庁
舎
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
趣
旨
及
び
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
問
う
。

　
　
　
近
年
、
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
来

庁
者
に
安
全
・
安
心
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
、
施
設
の
適
正
管
理
や
安
全
対
策

等
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
は
、
阪
南

市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
及
び
管
理
運
用
規
定
に

基
づ
き
、
適
正
な
運
用
に
努
め
る
。

　
　
　
採
用
及
び
任
用
事
務
に
お
い
て
、
意

思
決
定
の
場
へ
の
女
性
職
員
の
参
画
な
ど
、

女
性
活
躍
に
向
け
た
令
和
２
年
度
の
庁
内
の

取
組
と
期
待
さ
れ
る
効
果
を
問
う
。

　
　
　
育
児
休
業
等
の
取
得
及
び
休
業
か
ら

職
場
へ
の
円
滑
な
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
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第１回
定例会 ～「一人ひとりが輝き未来へつながる

　　　　持続可能なまち」をめざして～

当初予算等を可決当初予算等を可決当初予算等を可決
令和2年度

産
前
産
後
休
業
及
び
育
児
休
業
に
関
す
る
手

続
き
一
覧
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
超
過
勤
務
の

縮
減
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
災
害
対
策
費
の
消
耗
品
費
に
は
、
備

蓄
品
と
し
て
の
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
購

入
費
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
液
体
ミ
ル
ク
は
湯
に
溶
か
し
た
り
温

め
た
り
す
る
必
要
が
な
く
、
避
難
所
で
の
実

用
性
が
高
く
、
今
年
１
月
か
ら
購
入
し
て
い

る
が
、
消
費
期
限
の
短
さ
が
課
題
で
あ
り
期

限
が
近
づ
い
た
も
の
は
、
４
ヶ
月
検
診
時
に

希
望
者
に
無
償
提
供
し
防
災
啓
発
の
一
つ
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。
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令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

3 月 定 例 会



令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

意  見  書意  見  書意  見  書 を可決し、国等へ送付しました

≪要旨≫
　最高裁判所は平成27年12月16日、夫婦同姓規定を合憲とし、選択的夫婦別姓制度の採否につい
ては、「国会で論ぜられ、判断されるべき事柄にほかならない」と、その対応については国会議論
に委ねられたところである。平均初婚年齢は、現在30歳前後となっており、男女とも生まれ持った
氏名で信用・実績・資産を築いてから初婚を迎えるケースが多く、事実婚を選ぶ夫婦も少なくな
い。さらに、子連れ再婚や高齢になってからの結婚・再婚も増加傾向にある。よって国におかれて
は、選択的夫婦別姓制度の法制化に向けて議論の促進を図るとともに、関連法令の審査を積極的に
進めることを強く要望する。

○選択的夫婦別姓制の議論促進に関する意見書（全会一致）

≪要旨≫
　特権的と批判されていた地方議会議員の年金制度は、財政破綻により平成23年６月に廃止された
が、全国都道府県議会議長会等から形をかえて復活しようとする動きが始まり、その法制化に向け
ての動向は今もなお続いている。 
　具体的には、地方自治体を事業主と見なして厚生年金に地方議会議員を加入させるという趣旨の
厚生年金保険法などの改正案を、国会に議員提案による提出を目指して議論が加速されている。地
方議会議員年金制度は廃止されたものの、元議員等の既存支給者への給付は公費負担累計総額約１
兆1,400億円にものぼる巨大な額となる。その原資はすべて税金であり、国や各地方自治体の財政
運営に少なからぬ影響を与えている。議員も国民と同じ年金制度の適用でよいのである。よって、
断固反対する。

○新たな国民負担が伴う地方議会議員の厚生年金加入に断固反対
　する意見書（賛成多数）

≪要旨≫
　令和元年、厚生労働省は、生長会阪南市民病院を含む、全国424の公立・公的病院を「再編統合
について特に議論が必要」として突然名指しで公表した。
　阪南市民病院は、平成23年に生長会を指定管理者とする運営に移行するとともに、それ以降、病
棟の建て替え、救急の受け入れを増加させるなど、地域の命と健康を守る砦として努力してきた。
近隣市からも多数来院する地域医療の要となる病院である。厚生労働省が国の基準に基づく一律の
基準だけで再編・統廃合を判断するにはあまりにも早計である。公立・公的病院の再編・統廃合
は、地域での役割や地方における医療の実態を様々な角度から慎重に検討する必要がある。よっ
て、国においては、下記事項を実現するよう強く要請するものである。
　医師不足や高齢化の進展、など地方における公立・公的病院を取り巻く深刻な医療事情の状況把
握を欠いたまま、国の基準に基づく一方的な再編・統廃合は行わないこと。

○公立・公的病院の一方的な再編・統廃合に反対し、生長会阪南市民
　病院の存続を求める意見書（賛成多数）

3 月 定 例 会

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
委
託
先
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
賃
金
は
補
償
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
給
食
日
数
の
減
少
に
よ
り
、
委
託
料

の
減
額
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
金
が
保
証
さ
れ
る
か

否
か
は
委
託
会
社
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
お

ら
ず
、
補
償
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
施

設
の
老
朽
化
も
あ
り
、
建
て
替
え
を
含
め
た

抜
本
的
な
設
備
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
民
間
資
金
の
活
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
は
大
き

な
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
外
部
と
も

接
触
し
解
決
に
向
け
て
前
進
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
等
を
含
め
、
様
々
な
手
法
に
つ
い
て
更

に
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

　
　
　
マ
イ
キ
ー
I
D
設
定
支
援
費
に
つ
い

て
、
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、マ
イ
キ
ー
I
D
と
い
う
専
用
I
D
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、専
用
I
D
を
設
定
す

る
た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

人
件
費
で
あ
る
。

【
わ
ん
ぱ
く
王
国
及
び

　
　
　
　
　
　
　わ
ん
ぱ
く
王
国
駐
車
場
】

　
指
定
管
理
期
間
が
令
和
２
年
３
月
末
で
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
選
定
委
員
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
山
中
渓
自
治
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。
指
定
期

間
は
、令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
。

　
本
議
案
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
指
定
期
間
が
５
年
あ
る
が
、
行
財
政

構
造
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
わ
ん
ぱ
く
王

国
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
山
中

渓
自
治
会
に
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
伝
わ
っ
て
い
る
。
契
約
書
に
も
、
相

応
の
理
由
が
あ
れ
ば
期
間
の
途
中
で
も
解
除

の
申
し
出
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

3  月 定 例 会

指
定
管
理
者
の
指
定
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教
育
長

所
長

室
長

室
長

市
長

◎
全
会
一
致
で
可
決

◎
全
会
一
致
で
可
決

▲わんぱく王国

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
員
連
絡
会

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財
政
委

員
会

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
議
会
運
営

委
員
会
・
全
員
協
議
会

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

全
員
協
議
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
事
業
常
任
委
員
会

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
定
例
会

特
別
地
方
交
付
税
等
に
関
す
る
中

央
要
望

南
部
市
議
会
議
長
会
総
会

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

全
員
協
議
会
及
び
定
例
会

議
員
連
絡
会

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

総
務
事
業
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

令
和
２
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
１
日
目
）

令
和
２
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
２
日
目
）

議
員
連
絡
会
・
議
会
運
営
委
員
会

泉
南
清
掃
事
務
組
合
議
会
定
例
会

第
１
回
定
例
会
（
最
終
日
）
、
厚

生
文
教
常
任
委
員
会

17
日

21
日

  

〃３
日

４
日

５
日

６
日

10
日

１２
日

13
日

14
日

21
日

26
日

３
日

４
日

５
日

６
日

９
日

10
日

11
日

12
日

16
日

19
日

23
日

26
日

　
　
　
選
定
基
準
の
中
に
経
営
の
安
定
性
及

び
継
続
性
、
地
域
活
性
化
の
貢
献
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
地
産
地
消
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
の
野
菜
の
販
売
等
を
実
施

す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
地
域
貢
献
で
盛
り
上
が
る
と
考
え
る
。
ま

た
経
営
の
観
点
か
ら
も
、
収
益
性
を
図
る
こ

と
で
将
来
、
地
域
が
自
立
し
て
い
く
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
わ
ん
ぱ
く
王
国
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
と
し
て
一
定
効
果
を
上
げ
て
き
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
よ
り
将
来
的
に
自

立
し
、
経
営
が
安
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
委
員
ご
指
摘
の
と
お
り
と
考
え
る
。
自
分

た
ち
で
収
入
を
上
げ
つ
つ
、
魅
力
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
協
議
し
、

必
要
な
応
援
も
し
て
い
く
。
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高
齢
化
が
進
む
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
々
は
大
変
お
元
気
で
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
現
状
と
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
平
成
31

年
４
月
現
在
、
66
単
位
ク
ラ
ブ
３
９
１
８
名

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、現
状

は
、
加
入
者
が
年
々
減
少
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
地
域
で
の
役
割
や
活
動
の
あ
り

方
を
見
直
す
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
存
続
で
き

る
よ
う
検
討
し
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

で
示
す
事
務
局
の
外
部
化
や
補
助
金
の
見
直

し
等
の
課
題
を
役
員
や
会
員
の
皆
様
と
協
議

し
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
で
の
役
割
や
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、老
人
ク

ラ
ブ
が
存
続
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
部
長
）

　
　
阪
南
市
で
は
５
０
０
㎡
以
上
の
未
利
用

地
が
11
ヶ
所
、
総
面
積
約
５
万
㎡
が
遊
休
の

財
産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
用
ま
た

は
処
分
は
、
財
政
が
危
機
的
な
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
、
箱
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
強
い
住
民
要
望
に
応
え
る
形
で
の
複
合
施

設
を
民
間
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を

練
っ
て
は
ど
う
か
？ 

　
　
土
地
利
用
の
変
更
等
を
考
え
る
に
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域
指
定
に
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
利
用
目
的
や
利
用
形
態
に

つ
い
て
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
10
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
見

通
し
た
総
合
計
画
を
令
和
３
年
度
末
に
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
都
市
プ
ラ
ン

を
包
含
す
る
都
市
政
策
分
野
等
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
委
員
を
委
嘱

し
、
土
地
利
用
を
含
め
様
々
な
角
度
か
ら
議

論
、
審
議
し
、
研
究
を
深
め
て
参
り
た
い
。

未
利
用
地
の
活
用
ま
た
は
処
分
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度
末
に
新
総
合
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
り
、あ
ら

ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
委
員
を
委
嘱
し
、
議
論
、
審
議
し
、

研
究
し
て
参
り
た
い
。
（
総
務
部
長) 

3人の議員が代表質問を、
7人の議員が個人質問を行いました。
その主な内容を掲載します。

老人クラブの現状と今後の支援に
ついて

未利用地の活用について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

（質問者）　
日本共産党　河合　眞由美　大脇　健五　

（質問者）
公明党　二神　勝　福田　雅之　山本　守

〇
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い

　て
〇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　に
つ
い
て

　
　
　

〇
防
犯
対
策
の
充
実
と
し
て

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

第１回
定例会

▲学校給食センター
▲老人クラブ連合会　社会奉仕活動の様子

代 表 質 問

第１回定例会にて可決した議案等一覧第１回定例会にて可決した議案等一覧

・専決処分事項の承認を求めることについて
〔専決第13号〕令和元年度阪南市一般会計補正
予算（第９号）

・阪南市教育長の任命につき同意を求めることに
ついて

・阪南市教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて

・阪南市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて

・令和２年度予算審査特別委員会の設置について
・令和２年度予算審査特別委員会委員の選任につ
いて

・指定管理者の指定について
・地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に
関する条例制定について

・阪南市印鑑条例の一部を改正する条例制定につ
いて

・阪南市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例制定について

・阪南市立公民館条例の一部を改正する条例制定
について

・阪南市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定について

・阪南市介護保険条例の一部を改正する条例制定
について

・阪南市し尿処理施設条例の一部を改正する条例
制定について

・令和元年度阪南市一般会計補正予算
　（第10号）

・令和元年度阪南市国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）
・令和元年度阪南市介護保険特別会計補正予算
（第３号）
・令和元年度阪南市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）
・令和元年度阪南市下水道事業会計補正予算（第
２号）
・令和元年度阪南市病院事業会計補正予算（第１
号）
・令和２年度阪南市一般会計予算
・令和２年度阪南市国民健康保険特別会計予算
・令和２年度阪南市財産区特別会計予算
・令和２年度阪南市介護保険特別会計予算
・令和２年度阪南市後期高齢者医療特別会計予算
・令和２年度阪南市下水道事業会計予算
・令和２年度阪南市病院事業会計予算
・阪南市立老人福祉センター条例を廃止する条例
制定について
・財産の無償貸付けについて
・市長の専決処分事項の指定についての一部改正
について
・阪南市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例制定について
・阪南市副市長の選任につき同意を求めることに
ついて
・令和元年度阪南市一般会計補正予算
　（第11号）

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

賛否が分かれた議案

阪南市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例制定につ
いて

公立・公的病院の一方的な再編統廃合に反
対し、生長会阪南市民病院の存続を求める
意見書

新たな国民負担が伴う地方議会議員の厚生年
金加入に断固反対する意見書
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3 月 定 例 会



　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
々
は
大
変
お
元
気
で
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
現
状
と
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
平
成
31

年
４
月
現
在
、
66
単
位
ク
ラ
ブ
３
９
１
８
名

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、現
状

は
、
加
入
者
が
年
々
減
少
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
地
域
で
の
役
割
や
活
動
の
あ
り

方
を
見
直
す
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
存
続
で
き

る
よ
う
検
討
し
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

で
示
す
事
務
局
の
外
部
化
や
補
助
金
の
見
直

し
等
の
課
題
を
役
員
や
会
員
の
皆
様
と
協
議

し
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
で
の
役
割
や
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、老
人
ク

ラ
ブ
が
存
続
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
部
長
）

　
　
阪
南
市
で
は
５
０
０
㎡
以
上
の
未
利
用

地
が
11
ヶ
所
、
総
面
積
約
５
万
㎡
が
遊
休
の

財
産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
用
ま
た

は
処
分
は
、
財
政
が
危
機
的
な
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
、
箱
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
強
い
住
民
要
望
に
応
え
る
形
で
の
複
合
施

設
を
民
間
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を

練
っ
て
は
ど
う
か
？ 

　
　
土
地
利
用
の
変
更
等
を
考
え
る
に
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域
指
定
に
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
利
用
目
的
や
利
用
形
態
に

つ
い
て
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
10
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
見

通
し
た
総
合
計
画
を
令
和
３
年
度
末
に
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
都
市
プ
ラ
ン

を
包
含
す
る
都
市
政
策
分
野
等
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
委
員
を
委
嘱

し
、
土
地
利
用
を
含
め
様
々
な
角
度
か
ら
議

論
、
審
議
し
、
研
究
を
深
め
て
参
り
た
い
。

未
利
用
地
の
活
用
ま
た
は
処
分
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度
末
に
新
総
合
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
り
、あ
ら

ゆ
る
分
野
に
精
通
し
た
委
員
を
委
嘱
し
、
議
論
、
審
議
し
、

研
究
し
て
参
り
た
い
。
（
総
務
部
長) 

3人の議員が代表質問を、
7人の議員が個人質問を行いました。
その主な内容を掲載します。

老人クラブの現状と今後の支援に
ついて

未利用地の活用について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

（質問者）　
日本共産党　河合　眞由美　大脇　健五　

（質問者）
公明党　二神　勝　福田　雅之　山本　守

〇
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い

　て
〇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　に
つ
い
て

　
　
　

〇
防
犯
対
策
の
充
実
と
し
て

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

第１回
定例会

▲学校給食センター
▲老人クラブ連合会　社会奉仕活動の様子

代 表 質 問



　
　
「
子
ど
も
・
若
者
」
「
子
育
て
世
代
」

を
対
象
に
す
る
事
業
が
広
が
る
と
、
若
い
世

代
が
地
域
や
市
政
に
関
心
を
持
ち
、
「
参

加
」
す
る
社
会
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。

　
そ
の
一
つ
、
学
童
期
の
支
援
事
業
に
つ
い

て
「
サ
リ
ダ
」
の
現
状
を
聞
く
。
ま
た
、
開

室
時
間
が
午
後
か
ら
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
以
前
も
検
討
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見

を
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
こ
も
含
め

て
、
次
年
度
へ
の
課
題
、
今
後
の
見
通
し
な

ど
を
問
う
。

　
　
適
応
指
導
教
室
「
サ
リ
ダ
」
は
現
在
、

小
中
学
生
12
名
利
用
し
て
お
り
、
運
営
上
の

課
題
と
し
て
は
、
利
用
者
数
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
指
導
員
等
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
午
後
の
み
で

午
前
中
に
活
動
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
「
サ
リ
ダ
」
が
、
登
校
が

難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
学
校
生
活

の
復
帰
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
未
来
の

可
能
性
へ
向
け
て
、
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ

る
教
室
環
境
を
で
き
る
限
り
整
え
て
い
く
。

「
サ
リ
ダ
」
の
現
状
と
次
年
度
へ
の
課
題
、
今
後
の

見
通
し
な
ど
を
問
う
。

「
サ
リ
ダ
」
が
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
学
校
復
帰

  

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、安
全
・
安
心
な
教
室
環

  

境
を
整
え
て
参
る
。
（
生
涯
学
習
部
長
）

　
　
子
ど
も
福
祉
委
員
は
、
福
祉
委
員
の
大

人
か
ら
「
助
け
て
」
と
の
声
に
中
学
生
が
立

ち
上
が
っ
た
と
伺
っ
た
。
高
齢
化
す
る
地
域

の
福
祉
委
員
の
方
々
か
ら
、
次
世
代
の
担
い

手
が
い
な
い
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
お
年

寄
り
の
「
夢
か
な
え
隊
」
と
し
て
、
高
齢
者

の
方
々
の
困
り
ご
と
を
聞
い
て
回
り
、
様
々

な
お
手
伝
い
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
子
ど
も
福
祉
委
員

の
活
動
で
地
域
が
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
た

の
か
、
取
組
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　
　
現
在
、小
中
学
生
、総
勢
77
名
で
活
動
し

て
お
り
、こ
の
活
動
が
公
益
財
団
法
人
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
主
催
の
「
子
ど
も
た
ち

の
こ
こ
ろ
を
育
む
活
動
」
で
全
国
大
賞
を
受

賞
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、人
や
社
会
の
役
に

立
つ
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
生

き
生
き
と
活
躍
を
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
福

祉
活
動
は
、将
来
の
担
い
手
の
育
成
確
保
、定

住
促
進
等
が
期
待
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
地
域

の
支
え
合
い
が
地
域
力
を
強
化
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
子
ど
も
福
祉
委
員
の
活
動
で
地
域
が
ど
の
よ
う

に
強
化
さ
れ
た
の
か
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

将
来
の
担
い
手
の
育
成
確
保
等
が
期
待
さ
れ
、住
民
に
よ

る
地
域
の
支
え
合
い
が
地
域
力
を
強
化
し
、地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
（
福
祉
部
長
）

SDGｓを推進し、持続可能な阪南市
に向かう「子どもたちへの施策と協
働の視点」の課題について問う。

地域共生社会の実現に向けて・
子ども福祉委員について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

福田　雅之浅井　妙子

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

▲子ども福祉委員活動の様子

個 人 質 問

「定例会及び委員会の録画映像」を見ることができます。
　市議会のウェブサイトでは、次回定例会のご案内や一般質問通告書、議決結果表、議会だより、
定例会の「録画映像」等を掲載しています。
　また、「会議録検索システム」を市議会ウェブサイトに搭載しています。これにより、本会議
での内容を記録した「会議録」、委員会での内容を記録した「委員会録」を
インターネットを通じてご覧いただけるようになっています。
　市議会ウェブサイトには、阪南市ホームページ左段にある「阪南市議会」
のボタンをクリックしていただくとアクセスできます。
多くのアクセスをお待ちしています。

　
　
本
年
４
月
を
も
っ
て
鳥
取
・
尾
崎
中
学

校
が
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
18
年
に

策
定
さ
れ
た
現
行
の
「
阪
南
市
小
中
学
校
及

び
幼
稚
園
の
整
理
統
合
・
整
備
計
画
」
が
完

遂
と
な
る
。
こ
の
計
画
は
策
定
に
約
２
年
、

着
手
か
ら
完
遂
ま
で
13
年
か
か
っ
て
い
る
。

今
後
、
人
口
減
少
は
さ
ら
に
進
む
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
な
る
整
理
統
合
・
整
備
計
画
の
必

要
性
と
、
計
画
策
定
に
早
く
着
手
し
市
民
と

共
に
【
ワ
ガ
ゴ
ト
】
と
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
に
関
し
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
現
状
の
整
理
統
合
・
整
備
計
画
が
完
了

（
鳥
取
・
尾
崎
中
の
統
合
）
し
た
の
ち
、
問

題
課
題
を
整
理
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
十
分
な
議
論

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
、
内
部
で
十
分
議

論
を
進
め
て
次
の
教
育
の
充
実
に
つ
な
げ
て

参
り
た
い
。
子
ど
も
・
教
育
・
財
政
の
問
題

を
統
合
で
き
る
よ
う
に
速
や
か
に
検
討
は
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
た
だ
ち
に
計
画

を
作
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

さ
ら
な
る
整
理
統
合
・
整
備
計
画
の
必
要
性
と
、計
画
策
定

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
関
し
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

現
状
の
整
理
統
合
計
画
が
完
結
し
た
上
で
、そ
の
問

題
点
、課
題
な
ど
も
整
理
し
て
い
き
た
い
。（
市
長
）

　
　
住
宅
内
道
路
の
荒
廃
が
進
み
、
「
つ
ま

づ
き
そ
う
」
と
の
訴
え
が
高
齢
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
市
は
、
財
源
不
足
を
理
由
に
、
平
成
30
年

度
と
31
年
度
の
実
行
計
画
を
先
送
り
し
、
令

和
２
年
度
、
道
路
改
修
事
業
費
と
し
て
約
１

億
５
５
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
た
。
　

　
今
後
の
道
路
の
維
持
管
理
の
基
本
的
な
考

え
方
を
、
問
う
。

 

　
　
道
路
舗
装
の
維
持
管
理
計
画
は
、
平
成

25
年
度
に
平
成
27
〜
31
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年

計
画
を
策
定
し
、
平
成
27
〜
29
年
度
の
３
ヶ

年
は
、
舗
装
更
新
工
事
を
実
施
し
、
30
年
度

及
び
31
年
度
は
、
当
時
の
財
政
方
針
に
よ
り

休
止
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
的

な
維
持
管
理
と
日
常
的
な
維
持
補
修
を
行

い
、
安
全
・
安
心
な
通
行
の
確
保
に
努
め
、

計
画
実
施
は
将
来
的
な
維
持
管
理
費
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
で
き
る

限
り
更
新
し
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
参
る
。

今
後
の
道
路
の
維
持
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、問
う
。

計
画
的
な
維
持
管
理
と
日
常
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安

全
・
安
心
な
通
行
の
確
保
に
努
め
て
参
る
。（
市
長
）

小中学校及び幼稚園の
整理統合・整備計画について

道路の維持管理について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

　　　　　　　　　　　　　（質問者）　
大阪維新の会　渡辺　秀綱　角野　信和　上甲　誠

○
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗

　
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
J
Ｅ
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ

　
ミ
ン
グ
教
育
の
準
備
に
つ
い
て
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代 表 質 問 ・ 個 人 質 問

▶
道
路
舗
装
維
持
管
理
計
画

　
請
願
書
・
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意
事

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
…
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
そ
の
件
名
、

要
旨
及
び
理
由
を
簡
単
に
、
わ
か
り

や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
…
提
出
年
月
日
、
提
出
者
の
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

③
…
請
願
書
は
１
人
以
上
の
紹
介
議
員
が

必
要
で
、
表
紙
に
署
名
ま
た
は
記
名

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

④
…
紹
介
議
員
が
な
い
と
き
は
、
陳
情
書

と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
…
道
路
等
は
簡
単
な
略
図
・
図
面
等
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

 

（
住
所
、
氏
名
等
）に
つ
い
て
は
、
会
議

録
等
へ
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
行
政
文

書
と
し
て
情
報
公
開
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲鳥取中学校新校舎

令和　年　月　日



　
　
「
子
ど
も
・
若
者
」
「
子
育
て
世
代
」

を
対
象
に
す
る
事
業
が
広
が
る
と
、
若
い
世

代
が
地
域
や
市
政
に
関
心
を
持
ち
、
「
参

加
」
す
る
社
会
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。

　
そ
の
一
つ
、
学
童
期
の
支
援
事
業
に
つ
い

て
「
サ
リ
ダ
」
の
現
状
を
聞
く
。
ま
た
、
開

室
時
間
が
午
後
か
ら
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
以
前
も
検
討
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見

を
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
こ
も
含
め

て
、
次
年
度
へ
の
課
題
、
今
後
の
見
通
し
な

ど
を
問
う
。

　
　
適
応
指
導
教
室
「
サ
リ
ダ
」
は
現
在
、

小
中
学
生
12
名
利
用
し
て
お
り
、
運
営
上
の

課
題
と
し
て
は
、
利
用
者
数
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
指
導
員
等
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
午
後
の
み
で

午
前
中
に
活
動
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
「
サ
リ
ダ
」
が
、
登
校
が

難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
学
校
生
活

の
復
帰
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
未
来
の

可
能
性
へ
向
け
て
、
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ

る
教
室
環
境
を
で
き
る
限
り
整
え
て
い
く
。

「
サ
リ
ダ
」
の
現
状
と
次
年
度
へ
の
課
題
、
今
後
の

見
通
し
な
ど
を
問
う
。

「
サ
リ
ダ
」
が
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
学
校
復
帰

  

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、安
全
・
安
心
な
教
室
環

  

境
を
整
え
て
参
る
。
（
生
涯
学
習
部
長
）

　
　
子
ど
も
福
祉
委
員
は
、
福
祉
委
員
の
大

人
か
ら
「
助
け
て
」
と
の
声
に
中
学
生
が
立

ち
上
が
っ
た
と
伺
っ
た
。
高
齢
化
す
る
地
域

の
福
祉
委
員
の
方
々
か
ら
、
次
世
代
の
担
い

手
が
い
な
い
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
お
年

寄
り
の
「
夢
か
な
え
隊
」
と
し
て
、
高
齢
者

の
方
々
の
困
り
ご
と
を
聞
い
て
回
り
、
様
々

な
お
手
伝
い
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企

画
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
子
ど
も
福
祉
委
員

の
活
動
で
地
域
が
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
た

の
か
、
取
組
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　
　
現
在
、小
中
学
生
、総
勢
77
名
で
活
動
し

て
お
り
、こ
の
活
動
が
公
益
財
団
法
人
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
主
催
の
「
子
ど
も
た
ち

の
こ
こ
ろ
を
育
む
活
動
」
で
全
国
大
賞
を
受

賞
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、人
や
社
会
の
役
に

立
つ
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
生

き
生
き
と
活
躍
を
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
福

祉
活
動
は
、将
来
の
担
い
手
の
育
成
確
保
、定

住
促
進
等
が
期
待
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
地
域

の
支
え
合
い
が
地
域
力
を
強
化
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
子
ど
も
福
祉
委
員
の
活
動
で
地
域
が
ど
の
よ
う

に
強
化
さ
れ
た
の
か
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

将
来
の
担
い
手
の
育
成
確
保
等
が
期
待
さ
れ
、住
民
に
よ

る
地
域
の
支
え
合
い
が
地
域
力
を
強
化
し
、地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
（
福
祉
部
長
）

SDGｓを推進し、持続可能な阪南市
に向かう「子どもたちへの施策と協
働の視点」の課題について問う。

地域共生社会の実現に向けて・
子ども福祉委員について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

福田　雅之浅井　妙子

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

▲子ども福祉委員活動の様子

個 人 質 問

「定例会及び委員会の録画映像」を見ることができます。
　市議会のウェブサイトでは、次回定例会のご案内や一般質問通告書、議決結果表、議会だより、
定例会の「録画映像」等を掲載しています。
　また、「会議録検索システム」を市議会ウェブサイトに搭載しています。これにより、本会議
での内容を記録した「会議録」、委員会での内容を記録した「委員会録」を
インターネットを通じてご覧いただけるようになっています。
　市議会ウェブサイトには、阪南市ホームページ左段にある「阪南市議会」
のボタンをクリックしていただくとアクセスできます。
多くのアクセスをお待ちしています。



　
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
国
の
高
齢
化
率

28
・
４
％
を
超
え
、
32
・
２
％
と
な
っ
た
。

こ
の
現
実
の
な
か
で
、
要
介
護
と
な
ら
れ
る

高
齢
者
の
方
が
増
加
し
て
い
る
。
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
多
く
は
、
要
介
護
と
な
ら
れ
て

も
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、介
護
・
予
防
・
医
療
・
生
活
支
援
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
早
期
の
構

築
を
提
案
し
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
人
生

の
最
後
ま
で
尊
厳
の
あ
る
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
①
医
療
と
介
護
の
専
門
職
で
の
連
携

会
議
を
開
催
し
、出
前
講
座
や
市
民
講
演
会
の

実
施
。②
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ

る
、
認
知
症
と
疑
わ
れ
る
方
の
早
期
診
断
。

③
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
に
よ
る
、
個
別
事

例
検
討
会
の
実
施
。
④
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
体
制
づ
く
り
。
等
を
行
い
本
市
の
地

域
特
性
に
応
じ
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
早
期
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

介
護
・
予
防
・
医
療
・
生
活
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

早
期
構
築
を
提
案
し
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

出
前
講
座
や
市
民
講
演
会
の
実
施
を
は
じ
め
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
や
地
域
ケ
ア
会
議

を
開
催
し
て
い
る
。（
市
長
）

　
　
子
ど
も
の
貧
困
は
、
単
に
経
済
的
な
貧

困
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
う
。
親
・
大
人
の

貧
困
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
が

貧
困
状
態
の
家
庭
は
、
親
も
貧
困
状
態
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
改
正
子
ど
も
の
貧
困

対
策
推
進
法
」
で
は
計
画
策
定
が
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
る
。
市
は
認
識
、
実
態
調
査
を

行
い
、
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

国
や
自
治
体
は
当
事
者
や
現
場
が
求
め
て
い

る
施
策
を
具
体
化
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
は
、生
活
基
盤
を
揺
る
が

す
重
要
な
課
題
で
あ
り
、行
政
が
最
優
先
に
取

組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。平
成
30
年

度
の
調
査
に
よ
り
、
本
市
の
相
対
的
貧
困
層

が
9
・
4
％
の
結
果
と
な
っ
た
。
現
在
策
定

中
の
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
新
た
に
位
置
づ

け
①
子
ど
も
へ
の
教
育
支
援
②
子
ど
も
や
保

護
者
の
生
活
支
援
③
生
活
基
盤
確
立
支
援
の

３
つ
を
目
標
に
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

た
め
の
施
策
を
切
れ
目
な
く
推
進
し
て
く
。

こ
ど
も
の
貧
困
は
、
自
治
体
は
当
事
者
や
現
場
が
求

め
て
い
る
施
策
を
具
体
化
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
い
か
が
か
。

現
在
策
定
中
の
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
貧
困
対
策
を
位
置
づ
け
、
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。（
市
長
）

地域包括ケアシステムの早期の
構築とその進捗状況について

子どもの貧困問題について

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

河合　眞由美岩室　敏和

〇
介
護
認
定
に
つ
い
て

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

個 人 質 問

　
市
議
会
に
は
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
と
臨
時
会
（
必
要
の
都
度
）
が

あ
り
ま
す
。
傍
聴
に
は
難
し
い
手
続
き
は
不

要
で
す
。
本
会
議
当
日
、
議
会
事
務
局
の
受

付
で
住
所
、
氏
名
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
場
の
定

員
は
34
人
で
す
（
先
着
順
・
受
付
開
始
時
間

は
８
時
45
分
か
ら
）
。
委
員
会
室
や
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
の
テ
レ
ビ
中
継
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
傍
聴
さ
れ
た
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
、
延
べ
32
人

で
し
た
。

　会
議
録
は
、
図
書
館
・
公
民
館
・
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
は
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
3
月
定
例
会
の
会
議
録
は
5
月
末

頃
に
完
成
予
定
で
す
。

6月9日（火）

国土強靭化計画策定について 民間委託などさらに推進し、市職
員数を減らすことで将来の財政安
定に繋げるべきと考えるが。

　
　
災
害
が
頻
発
、
激
甚
化
し
て
い
る
昨

今
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
に
回

復
さ
せ
る
の
が
国
土
強
靭
化
で
あ
る
。

　
国
が
進
め
る
国
土
強
靭
化
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
手
厚
い
補
助
金
・
交
付
金

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
早
急
に
市
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
計
画
策
定
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
財
政
の
厳
し
い
本
市
に
と
っ
て
、

市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
絶
好
の
好
機
と
考
え
る
が
。

　
　
将
来
、
市
が
取
り
組
む
べ
く
行
政
課
題

を
、
計
画
に
漏
れ
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と

盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
庁

内
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
強
靭
化
を
図
る

視
点
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
の
洗

い
出
し
作
業
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。
３

月
下
旬
ま
で
に
は
調
整
作
業
を
終
え
、
本
市

強
靭
化
地
域
計
画
（
案
）
と
し
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、
成
案
化
は
、
令
和

３
年
度
の
国
費
要
望
等
時
期
を
見
据
え
、
５

月
下
旬
を
目
途
に
仕
上
げ
て
参
り
た
い
。

国
土
強
靭
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
厳
し
い

本
市
に
と
っ
て
市
政
運
営
を
進
め
る
絶
好
の
好
機
と
考
え
る
が
。

３
月
下
旬
ま
で
に
本
市
強
靭
化
地
域
計
画
（
案
）
と
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、
成
案
化
は
令
和
３
年
５

月
下
旬
を
目
指
す
。
（
市
長
公
室
長
）

　
　
２
０
４
０
年
に
は
市
税
収
入
が
40
％

減
、
実
に
21
億
円
が
減
少
し
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
阪
南
市
が
推
測

す
る
中
、
市
職
員
の
総
人
件
費
は
今
後
も
33

億
円
で
横
ば
い
、
退
職
金
は
本
年
２
億
円
が

令
和
８
、
９
年
に
は
計
10
億
円
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
民
間
委
託
・
民
営

化
・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
強
く
推
進

し
、
仕
事
の
総
量
を
減
ら
し
、
職
員
数
を
減

ら
す
こ
と
で
人
件
費
削
減
に
繋
げ
る
べ
き
。

こ
れ
ら
導
入
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
？ 

　
　
こ
れ
ま
で
、さ
つ
き
園
・
ま
つ
の
き
園
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、総
合

体
育
館
、
た
ん
ぽ
ぽ
園
、
阪
南
市
立
病
院
、

住
民
セ
ン
タ
ー
等
を
平
成
18
年
度
か
ら
順

次
、指
定
管
理
者
導
入
、ま
た
、保
育
所
一
所

の
民
営
化
、私
立
幼
稚
園
２
園
の
誘
致
等
、積

極
的
に
民
間
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
年
度
末
ま
で
の
人
件
費
ベ
ー
ス
の
効
果
額

は
、
市
立
病
院
を
除
い
た
15
億
９
０
０
０
万

円
と
試
算
、
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
や
安

定
性
に
も
寄
与
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

民
間
委
託
・
民
営
化
・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
推
進
し
、

人
件
費
削
減
に
繋
げ
る
べ
き
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

今
年
度
末
ま
で
の
人
件
費
の
効
果
額
は
15
億
９
０
０
０
万
円

と
試
算
、
効
率
的
な
運
営
や
安
定
性
に
寄
与
し
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。（
総
務
部
長
）

有岡久一　　木村正雄　上甲　誠
野間ちあき　庄司和雄　中谷清豪
土井清史　　見本栄次　楠部　徹

渡辺　秀綱畑中　譲

個 人 質 問

▶
職
員
定
員
管
理
計
画

▶
内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

政務活動費の交付実績を、
　阪南市議会ウェブサイトにて公開しています。
政務活動費の交付実績を、
　阪南市議会ウェブサイトにて公開しています。
　平成28年度分より、議員ごとの政務活動費の交付状況及びその
使途、領収書等を公開しており、令和元年度分は6月上旬に公開
予定です。
　市議会ウェブサイト、「政務活動費について」よりご覧ください。

○
大
阪
府
と
の
連
携
に
つ
い
て

○
広
域
化
に
つ
い
て
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に
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○
大
阪
府
と
の
連
携
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て

○
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に
つ
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て



総
務
事
業
常
任
委
員
会

３
月
９
日

　【
阪
南
市
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
一
覧
に
つ
い
て
】

　　
令
和
２
年
度
の
行
政
経
営
方
針
、
当
初
予

算
に
基
づ
き
令
和
２
年
度
以
降
の
見
込
額
を

変
更
す
る
と
と
も
に
、
令
和
元
年
度
分
を
決

算
見
込
み
に
変
更
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
担

当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
件
に
つ
い
て
の
主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
「
総
合
窓
口
の
導
入
と
窓
口
業
務
の

民
営
化
の
検
討
」
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を

問
う
。

　
　
　
安
易
に
民
営
化
し
て
も
、
現
在
の
労

務
賃
金
及
び
間
接
経
費
等
を
勘
案
す
る
と
、

人
数
を
縮
小
で
き
な
け
れ
ば
効
果
額
が
見
込

め
な
い
た
め
、
次
年
度
以
降
、
関
係
各
課
と

の
課
題
調
整
か
ら
入
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３
月
10
日

【
介
護
予
防
拠
点
に
つ
い
て
】

　
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
活
用
し

た
介
護
予
防
拠
点
事
業
の
委
託
事
業
者
選
定

に
か
か
る
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
、
担
当

課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
営
事
業
者
の
公
募
は
、
ハ
ー
ド
管
理
部

分
と
ソ
フ
ト
事
業
部
分
に
分
け
て
別
々
に

行
っ
た
が
、
応
募
事
業
者
は
い
ず
れ
も
特
定

非
営
利
活
動
法
人
阪
南
シ
ニ
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
の
み
で
あ
り
、
審
査
基
準
を
満
た
し

て
い
た
こ
と
か
ら
同
団
体
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
件
に
つ
い
て
の
主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

 
 

　
入
浴
事
業
は
無
料
で
実
施
し
、
ボ
イ

ラ
ー
等
入
浴
設
備
に
故
障
が
あ
っ
た
場
合

は
、
10
万
円
以
上
の
修
繕
費
は
市
が
負
担
す

る
と
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
。

　
　
　
ま
ず
は
無
料
で
開
始
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
修
繕
費
の
市
負
担
は
あ
く
ま
で
も

小
規
模
の
も
の
を
想
定
し
て
お
り
、
大
規
模

な
修
繕
に
な
る
と
、
市
の
財
政
が
も
た
な
い

の
で
、
入
浴
事
業
は
終
了
と
な
る
。

　　
　
　
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

新
規
の
利
用
者
が
送
迎
を
依
頼
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　　
　
　
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
施
設

と
し
て
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
周
知
に
努
め
る
。

　　
　
　
名
称
が
堅
苦
し
い
の
で
、
親
し
み
や

す
い
通
称
を
提
案
い
た
だ
き
た
い
。

　　
　
　
事
業
者
か
ら
、
「
生
き
が
い
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
の
通
称
を
提
案
い
た
だ
い

て
い
る
。

▲老人福祉センターの浴室

　本
誌
が
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
す
よ
う
、内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い

て
の
提
言
等
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、ご
意
見・ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、左

記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

令和2年5月1日　阪南市議会だより　第116号

E
-m

ail gikai-syom
u@

city.hannan.lg.jp

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
罹
患
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
多
く
の
議
案
審
査

が
行
わ
れ
、
重
大
な
案
件
を
慎
重
に
審
議
し

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
予
算
審
査
で
は
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
一
般
質
問
で
は
市
政

に
か
か
わ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

の
対
応
等
、
た
く
さ
ん
の
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
が
厳
し
い
と
き

こ
そ
、
市
議
会
も
行
政
と
一
丸
と
な
り
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
止
め
、
皆
さ
ま
と
共

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
り
や
す
い
議

会
広
報
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
田
　
雅
之
）
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委 員 長　角野　信和
副委員長　上甲　　誠
委　　員　河合眞由美
委　　員　福田　雅之
委　　員　中谷　清豪
委　　員　浅井　妙子
オブザーバー
　　　　　二神　　勝
オブザーバー　
　　　　　中村　秀人

議会広報
編集委員会委員
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し
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介護予防拠点について　他


